
建築系学生奨励事業 

第１４回 卒業設計コンクール展 開催  

埼玉建築設計監理協会の法人化３０周年を機に始まった卒業設
計コンクール展は、一般社団法人へ移行した協会の主要な活動と
して改めて位置づけられました。今回も、コンクールの趣旨に賛
同いただいた多くの企業・団体、共催・協賛団体の協力により、
埼玉会館を会場に４月１２日(土)から１６日(水)迄の 5 日間にわ
たり盛大に開催されました。 
 今年は、11 大学から選抜された３４名の力作が会場いっぱい
に展示されました。4 月 14 日には上田清埼玉県知事がご来場に
なり、「資金の裏付けについても考えていただければ、単に”夢を
追う学問“にならず”実現に至る夢“になるのではないか」と厳
しい指摘もいただきました。 

 

◆開催主旨 

 都市や建築デザインにもＩＣＴ革命時代にふさわしい斬新な発想が求められている。そのような中，新
しい世紀の第一線で活躍が期待される建築系学生の能力向上，育成を図る目的で，次代を先取りした意欲
ある作品を広く募集し，若い学生達の考えた創造価値と熱意を奨励し，また一般の方々にアピールを行う。 
 

 
各賞受賞者の皆さん 

 
公開審査風景 

 
今年も上田知事にご来場いただきました 

（知事ブログより） 

最優秀賞の橋本温子さんと桑子会長 

受賞後はインタビューも 

   

 

懇談会！ 先生方、仲間の注目を集めてのプレゼンテーション テレ玉の取材、放送に使われたかな？ 



■実施概要  

対   象 
卒業設計を対象とし、個人作品とする。 各学校３作品以内とする。 

ただし、埼玉賞に関しては各大学３年生以下の１作品出展可。 

テ ー マ 
各人の選定したテーマで構わないが，地元「埼玉」について積極的に考え，課題を掘り起こした作品を｢埼玉賞｣

として特別表彰する。 

参 加 要 請 校 

（順不同） 

・工学院大学・埼玉大学・芝浦工業大学・東京電機大学・東京理科大学・東洋大学 

・東京藝術大学・日本工業大学・日本大学・武蔵野美術大学・ものつくり大学 

審 査 方 法 
公開審査で行う。質疑応答を含め一人５分のプレゼンテーションを行い、その上で各審査委員の持点で採点し

当日決定する。 

賞    

最優秀賞  １作品 
最も優れた作品（副賞として海外研修旅行目録・30 万円相当） 

（さいたま住宅検査センターの目録含む） 

優秀賞  ２作品 優れた作品（副賞として 10 万円相当の目録）  

埼玉賞 １作品 埼玉を題材とした最も優れた作品（副賞として 10 万円相当の目録） 

準埼玉賞 １作品 埼玉を題材とした優れた作品  （副賞として 5 万円相当の目録） 

特別審査員賞 3 作品 各大学の先生による審査とする （副賞として 3 万円相当の目録） 

さいたま住宅検査センター賞 １作品 住宅を題材とした優れた作品  （副賞として 10 万円相当の目録） 

さいたま住宅検査センター参加賞 適宜  

総合資格学院賞 ２作品 
社会に飛び出す若駒のエネルギッシュな作品 

（副賞として 5 万円相当の目録） 

ＪＩＡ埼玉賞 ２作品 

優秀な提案、建築家に相応強い作品（JIA 埼玉賞のうち、JIA 本部応募規定に当ては

まる作品は、本人の意思を確認の上、JIA 本部主催全国学生卒業設計コンクールに埼

玉代表として推薦する。） 

奨励賞 適宜  

作 品 展 示 
平成 26 年 4 月 12 日（土）13:00～16 日（水）15:00 

（埼玉会館第 3 展示場） 

審 査 ･ 表 彰 式 平成 26 年 4 月 13 日（日）13:00～ 
 

■審査委員名簿 （敬称略） 

◇特別審査員（大学の先生・来賓）  

氏 名 学校名・会社名  

衣袋 洋一 先生 芝浦工業大学（審査委員長）   

澤田 英行 先生 芝浦工業大学   

金野 千恵 先生 日本工業大学   

櫻井 義夫 先生 東洋大学   

岩城 和哉 先生 東京電機大学   

栢木まどか 先生 東京理科大学   

木下 庸子 先生 工学院大学  

源 愛日児 先生 武蔵野美術大学   

北野 幸樹 先生 日本大学   

八代 克彦 先生 ものつくり大学   

大熊 久夫 先生 埼玉大学   

五味 昭一 課長 埼玉県都市整備部建築安全課   

細田眞由美 課長 さいたま市建設局建築部営繕課   

樋口 和男 会長 (一社)日本建築学会埼玉支所   

鶴崎 健一 会長 (公社)日本建築家協会埼玉地域会(JIA 埼玉)   

宮原 克平先生 (一社)埼玉建築士会   

佐藤 啓智 副会長 (一社)埼玉県建築士事務所協会   

新井 康夫 常務理事 (一社)埼玉県建設産業団体連合会   

岩﨑  宏 理事 (一財)さいたま住宅検査センター   

 
 
 

◇一般審査員（協会委員）  ・県内建築系学生奨励事業特別委員会 

氏 名 役 職  氏 名 役 職 

桒子  喬 会 長  髙梨 智浩 委員長 

髙岡 敏夫 相談役理事  山田 慎一 委 員 

片渕 重幸   〃  古橋 一廣 委 員 



田中 芳樹 担当副会長  井上 忠孝 委 員 

長谷部常美 副会長  村山 隆之 委 員 

神田 廣行  〃  齋藤 文博 委 員 

   菅野 高宏 委 員 

   村田 行庸 委 員 

   原口  剛 委 員 

 

■主催・共催等 

主催 (一社)埼玉建築設計監理協会  

共催 (一社)日本建築学会埼玉支所 (一社)埼玉建築士会 

 (一社)埼玉県建築士事務所協会 (公社)日本建築家協会埼玉地域会（JIA 埼玉） 

 (一社)埼玉県建設産業団体連合会 (一財)さいたま住宅検査センター 

協賛 (一社)埼玉県建設業協会 (一財)埼玉県建築安全協会 

 総合資格学院  

後援 埼玉県 さいたま市 テレビ埼玉  

 
■協賛・賛助会社（順不同） 

ＴＯＴＯ(株)、大野建設(株) 

スミダ工業(株)、(株)田中工務店、吾妻工業(株)、(株)佐伯工務店 

(株)八洲電業社、(株)蓮見工務店 

 

 

    

    

   

 

   

 



■審査結果   
賞 氏  名 学 校 名 ／ 作 品 名 

最  優  秀  賞 橋本 温子 
日本工業大学工学部生活環境デザイン学科 

寄り道の停留所 

優  秀  賞 宮前 淳司 
東京理科大学工学部二部建築学科 

共生-秩父セメント第二工場の空き建屋を利用した植物園- 

優  秀  賞 

さいたま住宅検査センタ-賞 
水村 祐太 

東洋大学理工学部建築学科 

おばあちゃんの家 

埼  玉  賞 中野 雄貴 
芝浦工業大学システム理工学部環境システム学科 

裏街の「家」 

準 埼 玉 賞 伊藤 誠人 
芝浦工業大学工学部建築工学科 

家と公共空間が一体となってつくる郊外の場 

特 別 審 査 員 賞 石岡志保里 
東洋大学ライフデザイン学部建築学科 

サステナブルゲストハウス in チャム島 

特 別 審 査 員 賞 宮原慎太郎 
工 学 院 大 学 工 学 部 建 築 都 市 デ ザ イ ン 学 科 

山閑庵 -共に生きる小屋- 

特 別 審 査 員 賞 荒井  卓 
武蔵野美術大学造形学部建築学科 

太郎と花子 

J I A 最 優 秀 賞 

総 合 資 格 学 院 賞 
高岩 裕也 

東洋大学理工学部建築学科 

木学舎 -木の建築を考える- 

J I A 優 秀 賞 

総 合 資 格 学 院 賞 
片桐 陵吾 

芝浦工業大学システム理工学部環境システム学科 

気付き、築く、くぬぎ山 

奨 励 賞 牟田万里奈 
芝浦工業大学システム理工学部環境システム学科 

ターミナルの余韻-路面電車を利用した下町商店街の再編- 

 若月 貴裕 
東洋大学ライフデザイン学部人間環境デザイン学科 

ありえそうでありえなかった世界 -１人の人が世界を変えるとき- 

 魚住 由香 
東洋大学ライフデザイン学部人間環境デザイン学科 

都市の花になる 

 井上 慧祐 
東洋大学ライフデザイン学部人間環境デザイン学科 

舟運のある風景 

 木元 将貴 
東洋大学ライフデザイン学部建築学科 

「彩の国酒造り学校」坂戸分校 

 川田  裕 
工学院大学工学部建築学科 

水面の うつろい –溢れ出しと出現 2 つの表出- 

 原川眞亜弥 
工学院大学工学部建築学科 

醸す酒肆奇々怪々 

 橋本 光秀 
東京理科大学工学部二部建築学科 

日常の風景と終わりの時間 

 高土 和樹 
東京電機大学未来科学部建築学科 

マチ縫う人形の帯 

 高橋 愛香 
東京電機大学未来科学部建築学科 

そして、まちは学び舎となる 

 林  拓弥 
東京電機大学理工学部建築・都市環境学系 

まちの交流拠点「蔵Ｌounge/くらうんじ」 

 宗像 秀展 
武蔵野美術大学造形学部建築学科 

風土に生きる人の居場所 

 若林 由理 
武蔵野美術大学造形学部建築学科 

Ｃache cache - こども と おとな の かくれんぼ - 

 高橋 謙太 
日本大学生産工学部建築工学科 

Urban Pavilion 

 菊地 眞美 
日本大学生産工学部建築工学科 

「おめでとう」の軌跡 

 望月 元貴 
ものつくり大学技能工芸学部建設学科 

「クリエイターのためのシェアハウス」・・・わたしの考えるドミトリ--・・・ 

 小竹 周作 
ものつくり大学技能工芸学部建設学科 

「狭山グリーンティガーデン」・・・農業を通した日本式コミュニティの復活・・・ 

 梅澤 香織 
ものつくり大学技能工芸学部建設学科 

「シングルマザーのためのシェアハウス」 

 宮下 巧大 
東京藝術大学美術学部建築科 

さとまち 

 濱本 七夢 
東京藝術大学美術学部建築科 

絵本でつなぐ ひととまち 

 高橋  慧 
東京藝術大学美術学部建築科 

まつりの予感 

 松浦幸太郎 
埼玉大学工学部建設工学科 

大宮鉄道劇場 

 長沼 俊介 
埼玉大学工学部建設工学科 

深緑への道しるべ 

 



受賞作品 

最 優 秀 賞 橋本温子 
日本工業大学工学部生活環境デザイン学科 

寄り道の停留所 

 

福島県三春町の中心市街地はまちの機能が集

約した場所であるが、まちの賑わいが見られな

い。また、車を運転しない人の割合が比較的高

いため、本計画では〈まちを歩いて生活する人〉

のための交通手段として、コミュニティバスに

着目し、バス停に付随する〈寄り道〉空間を設

計する。〈寄り道〉には自分の好きなモノを発見

する楽しさがあり、散歩する、お店に入るなど

の楽しさは外部空間での賑わいやコミュニティ

を生み出すと考えた。〈寄り道〉によって発見さ

れたまちの魅力はバスのルートで繋がってい

き、まちに点在し開かれた建築が人々のふるま

いや環境、時間の変化に呼応することで地域の

新しい関係性をつくり出す。 

 

  

 



受賞作品 

優 秀 賞 宮前 淳司 
東京理科大学工学部二部建築学科 

共生 
—秩父セメント第二工場の空き建屋を活用した植物園— 

産業の成長と自然破壊が比例関係にあり全国で様々な植物がレッドブックに載っている。 

そこで建築で何ができるのか… 
舞台は秩父セメント第二工場。武甲山、叶山より石灰石を
掘削し高度経済成長期を支え今でも現役で稼働している。 
これからの産業は自然を搾取するだけではなく失われつ
つある自然を育てながら自然が持つ力を利用した新たな
工場の計画を試みた。この設計において共生とは建築で産
業と自然がニュートラルな関係を生み出すものである。 

   

 
 

優 秀 賞  
さいたま住宅検査センタ-賞 

水村 祐太 

東洋大学理工学部建築学科 

おばあちゃんの家 

 

「住み続けるための住居」を設計する。 

提案モデルを「熊谷のおばあちゃん家と周辺の住宅改修」とし、集

落の生活習慣及び、歴史的側面から 64 軒の住宅を調査した。 

そしてこの集落の特徴、共用空間のあり方、植生、地形、気候風土

の特徴を読み取り、住居ユニットが点在する新しい集落を提案する。 

  

 

 



受賞作品 

埼 玉 賞 中野雄貴 
芝浦工業大学システム理工学部環境システム学科 

裏街の 「家」 

かつて外来者の通過交通として栄えた深谷市旧中山道沿いの宿場町。深谷宿跡地は昭和期に商店街として中

心市街地を支えてきたが、現在は空地化の進行が問題となっている。この空洞化した街に新たな動きを与え、

空地化した裏通りから表(商店街)に繋げるための再生を図る。かつて居住者・外来者にとって大切だった場

所に地域の「家」をつくり、第三の場としてまちの再生を計画する。 

  

 
 

準 埼 玉 賞 伊藤誠人 
芝浦工業大学システム理工学部環境システム学科 

家と公共空間が一体となってつくる郊外の場 

 

－計画の目的：公共空間と小学校・郊外の住宅地の在り方・そのハードと

ソフト/発災時の地域空間と避難施設の在り方－ 

キーワード：小学校 郊外 人口減少 空家問題 機能の複合化 

 小学校に隣接する住宅地の遊休化した居室や住戸を小学校の敷地と一体

化させ、市民農園、自治会館、商店、福祉施設を複合化し計画していく。 

 敷地は埼玉県さいたま市西区指扇に位置する市立栄小学校を中心とその

周辺とする。 

 本計画は人口減少期の公共施設の在り方と小学校の室空間の在り方、避

難施設としての発災時の柔軟な利用に関する提案を行うものである。 

  
 



受賞作品 

特別審査員賞 石岡志保里 
日本工業大学工学部建築学科 

サステナブルゲストハウス in チャム島 

 

 

 

チャム島はベトナムホイアン市に属する島で、豊かな自然に恵まれて

いる。近年ではその自然を求め観光客が増加している。しかしこの島

にはその人々を受け入れられるような宿泊施設はない。また、人の増

加による環境破壊も心配される。 

そこでチャム島本来の自然環境を観光客が増加しても維持し続けら

れるようにバイオジオフィルターやコンポストトイレなどの環境設

備を利用したゲストハウスを設計する。 

 
 

特別審査員賞 ･宮原慎太郎 
工学院大学工学部建築都市デザイン学科 

山閑庵 -共に生きる小屋- 

建築はデザインすることと共に、「身体化」することも大事であると
考えます。身体化するために最も有効なのが、実際に自分の手で空間
を作り出すことです。 

小屋空間は、その小ささ故に全体を意識のなかに収めることができ、

自分の身の丈に合った空間を占有する快感があります。また、自分の

手で作った空間は、真に「共に生きる空間」になります。機能性や経

済性にとらわれず生活の 1 部になることで、本当に豊かな生活を営

む事が出来るようになります。自らの手で生み出し、共に生きてこそ、

本当の建築空間になるのではないでしょうか。  

   
 

特別審査員賞 ･荒井 卓 
武蔵野美術大学造形学部建築学科 

太郎と花子 

コンセプト  
 

素材  
作品サイズ  

全体： 
テーブル：  

イス： 

材木としての木ではなく、木を木として扱う。 
使われなくなった木にも可能性がある。 
流木、FRP、鉄 
 
奥行き 6000 幅 2000 高さ 900(mm) 
奥行き 4500 幅 900 高さ 800(mm) 
奥行き 550 幅 550 高さ 900(mm) 

 

  

 



受賞作品 

ＪＩＡ最優秀賞 
総合資格学院賞 

高岩 裕也 
東洋大学理工学部建築学科 

木学舎 -木の建築を考える-  

「木」には命がある。我が国では、古くから「木」を用いて建築物を構築してきた。そして現在は「公共

建築原則木造化」の法的な強制力による木材使用が叫ばれている。しかし、今日において、大・中規模木

造の構造システムは確立しておらず、住宅システムの転用で踏み止まるケースが多い。 
それだけでなく、木の建築を学ぶ教育システ

ムも少なく、木の建築思想は絶滅の危機にあ

る。木の建築の「しつらえ」は変化してしま

った。そこで、この様々な問題を解決すべく、

木の建築を学ぶ学校「木学舎」を提案、実現

可能な木造架構システムを開発した。 

  

 

ＪＩＡ優秀賞 

総合資格学院賞 
片桐 陵吾 

芝浦工業大学システム理工学部環境システム学科 

気付き、築く、くぬぎ山 

私も含め日本人には木に魅力や愛着を持つ気持ちがあるはずである。 

人は、木を利用するだけでなく育てることも始めた。それが「里山」である。 

かつては持続的生産の可能な木を建築に用

いていたが、歴史の流れとともに里山の必要

性が薄れ、減少の一途を辿っている。交流拠

点となることで地域の活性化を誘発する価

値の循環を目指す。新たな職を生成すること

で人間の営みにおける知の循環を創出する。 

  

 

 

 

 

出展作品（模型）    

    



総 評「2014 年卒業設計コンクール」 

審査委員長 衣袋 洋一（荒涼工業大学名誉教授） 

 

 審査委員長は投票権がないので（（同票のみ投票権がある）、毎年、出品される

作品の学生の思い込み、傾向及び各審査員の作品じたいする審査を読み取るのを

楽しみとしている。 

 今年も「東日本大震災」の影響があり、柔らかなテーマ（シェアハウス・交

流・群れる・共同・協働等）が多＜あり、柔らかな表現（ＣＧではな＜手描き、

全体透視図ではな＜雰囲気等を醸し出す部分への固執）も健在でした。一方、今

まで高い評価を受けてきた単純機能の施設（斎場、死の空間等）、及び、「都市計

画」的な読み取りからの提案、強烈に見る側に問題を投げかける提案はほとんど

受けられない。ある意味で大小、上下がな＜、波風が立たず、皆が納得するであ

ろう「フラット」な「身近な場、拠点、生活への再利活用、修景」等に対する「今でしょう的」な提案が多

＜見受けられる。 

 彼らが育った１９９２年以降の時代（社会における閉塞感、沈滞感）がそうさせているのかもしれない。

いや逆に「生活そのものであった」が故に「日常的感覚」であったのかもしれない。「社会における閉塞

感、沈滞感」がそうさせてきたところもあるが、プラス思考から「成熟社会における成熟建築」「場、地域

にたいする物語性」の在り方を示しているかもしれないと感じた。前振りはここまでにし、代表的な受賞作

品の講評に移ろう。 

①最優秀作品 

 上記の内容を色濃＜反映した作品。「バス停留所」は地域にとって他の場、地域との交流拠点と同時に、

地域集散の場でもある。本作品は「地産地消」だからと言って「過去モノ・機能」を参照、引用するだけで

はなく、「今でしょう的なモノ・施設」を取り込むことにより、沈静化、振り返られなかった「場」を「新

たな雰囲気を持ったモノ」として、全国型の「地産地消」としての提案として評価された。埼玉県のある地

域を対象とすれば「埼玉賞」受賞候補になったかもしれない。ちなみに、私が関係しているレモン画翠が主

催する全国的な「レモン展」において本作品は「レモン賞」（ベスト 5）を受賞したことをお知らせいごし

ます。 

②埼玉賞 

 現在、建築界に対して最も話題を提供しているＢＩＭ（2014 年 3 月国交省ＢＩＭガイドライン発表）

を活用した作品である。 

 環境ツールと自然ファクター（風、日照等）を駆使し、対処地域の「情報の可視化」による建物、外部空

間の配置等はおおいに評価できる。さらに一歩踏み込み、「地域性、付加価値を生み出す要素・情報、また

は作者自身が考える地域の見えない要素・情報」をもとにした解析による積極的な「地産地消」の提案がほ

しかった。もう一歩であった。 

 

 最後に、本卒業設計コンクールを見ると、「場と地域のフラット」を進める「グローバリズム」的な提案

が年々減少し、「場・地域性・個別状況」の付加価値、地域情報を発信する「グローカリズム（地産地消）」

の提案が増えてきたことを再確認した。 

 埼玉県各市町村、地域を中心に「建築・まち・地域づ＜り」を業としている埼玉建築設計監理協会、会員

諸氏が「成熟社会の成熟建築」を生み出す役割は高い。学生諸君が「地域型卒業設計コンクール」を通じて

提察した作品は問題発見解決を導き出すヒントになるであろう。会員諸兄姉の地域での活躍を期持するとと

もに「まち・地域づ＜り」に積極的に携わっていただくよう要望したい。 

 
【付録】 
 「ソフトヤンキ－」とは： 
 見た目はオラオラ系だが、中身は大人し＜真面目である。 
 彼らは、出世やお金よＵも、仲間や家族を大事にし、将来に多＜を求めず、野心はない。 
 車はスポーツカーよりもミニバンを好み、週末の買い物は大型ショッピングモールで過ごす。 
⇒以上を建築系的に読み取ると： 
①日常重視 
②美しい空間形態重視ではなく、流れ、融合、景色・景観⇒地域性、場の個性、地産地消。作品性ではなく社会性、時
代性を反映した建築。 
③３.11 の直接的ショックの反映から「やさしさ・いやし・成熟」への変換 
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